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― 初年次教育における学外実習 10 年(2005～2015)の報告 ― 
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The first year experience programs of two-day training outside the campus in electrical engineering were established in 2005 
and have been continued for the decade. The goal of the two-day training at Yatsugatake mountain villa is to deepen exchanges  
for self-sustaining of freshmen, and to turn freshmen’s attention on the social systems based on electrical engineering. 
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1. はじめに 

入学学生の学習意欲の低下や目的意識の希薄化が危惧さ

れる中，学士課程教育の質の維持・向上を図る一つの方策

として，初年次教育の充実が中央教育審議会で答申された(1) 

(2)。初年次教育は「高校からの円滑な移行を図り，学習及び

人格的な成長に向け，大学での学問的・社会的諸経験を成

功させるべく，主に新入生を対象に総合的につくられた教

育プロッグラム」と定義され (3)，多くの大学で初年次教育

が展開されている(4) (5)。この初年次教育では，明星学苑の教

育方針「実践躬行の体験教育」と合致する「体験の重視」

が学習環境の設計上の重要な視点とされている(6)。 
初年次教育は主に座学科目として講義室で実施されてい

る。入学時のオリエンテーション等は学外で実施される例

がみられる。理工系分野で学外実施される初年次教育とし

て，例えば，米国で入学オリエンテーション時の歓迎クル

ーズ(7)や，10 日間の海外グループ旅行(8)がある。また，国内

の大学では，オリエンテーション時や 1 年次科目での合宿

研修が，一泊(9) (10)もしくは二泊(11)で実施されている。 
本報告の目的は本学電気電子工学系 1 年生向けの明星学

苑八ヶ岳山荘一泊研修の内容を紹介し，記録に留めること

である。過去 10 年間，2005 年から 2015 年の間に 10 回の八

ヶ岳山荘一泊研修を実施した。この研修の目的や施設の見

学内容，八ヶ岳山荘でのグループ活動を紹介する。 

2. 八ヶ岳山荘一泊研修の概要 

2･1 一泊研修の目的と約束ごと 
2005 年電気電子システム工学科は 1 年生向け全学共通科

目「自立と体験」，学科科目「電気・電子工学入門ゼミⅠ」

の授業の一環として八ヶ岳山荘一泊研修を実施・継続した。

2011年からは電気電子工学系の 1年生向け学科共通科目「プ

ロジェクトⅠ」の授業の一環として，実施している。研修

の目的は，学科の改組に応じて変化させた(図 1，図 2 参照)。 

 
図 1 2009 年一泊研修の目的(電気電子システム工学科) 

 
図 2 2015 年一泊研修の目的(電気電子工学系) 

 1 明星大学理工学部総合理工学科電気電子工学系 教授 電気電子 
 2 明星大学理工学部総合理工学科電気電子工学系 准教授 電気電子 

①電気電子技術の応用の一端に触れる 

②友達をつくる（グループでの行動に慣れる） 

③教員と親しくなる 

①友達をつくる    ②先輩と話をする 

③教員と話をする   ④団体行動になれる 

⑤遊びの中から「学び」を見つける 

⑥グループにおいて，物事を決める練習をする 
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研修目的の基本は人間関係を深める中で自立性を高め，

学ぶ意欲に火をつけることであり，不変である。一泊研修

での約束ごととして，「挨拶をする」，「食事は一緒に始め

る」，「時間を守る」という社会生活上のルールを重視する。 
八ヶ岳山荘一泊研修の日程，参加数，特記事項を年表に

10 年のあゆみとして示す（表 1，付表 1 参照）。なお，2006
年は準備のため休止した。2010 年は学科改組のため実施を

見送り，代わりに，翌年度 2 月に 2 年生向けに実施した。 
 表 1 八ヶ岳山荘一泊研修の年表(10 年のあゆみ) 

回 日程 

学
生
参
加
数 

引
率
教
職
員
数 

備考 

(見学先，関連科目，

特記事項等) 

1 2005/4/23( 土 ) ～
4/24(日) 86 11 自立と体験，電気・

電子工学入門ゼミⅠ 

2 2007/4/21( 土 ) ～
4/22(日) 61 11 数学学力診断テスト 

3 
2008/4/12( 土 ) ～
4/13(日) 46 14 支援センタ協力 

導入教育講話 

4 2009/4/11( 土 ) ～
4/12(日) 26 7 国立天文台野辺山 

5 2011/5/20( 金 ) ～
5/21(土) 36 8 プロジェクトⅠ 

6 2012/2/7( 火 ) ～

2/8(水) 41 8 葛野川揚水発電所 

7 2012/5/1( 火 ) ～

5/2(水) 42 8 柚ノ木水力発電所 

8 2013/4/30( 火 ) ～
5/1(水) 53 9 米倉山太陽光発電所 

9 
2014/4/30( 水 ) ～
5/1(木) 26 9 物理学系教員天文台

案内説明 

10 
2015/4/30( 木 ) ～
5/1(金) 42 8 東京エレクトロン

(株) 山梨事業所 
2･2 一泊研修のスケジュール 
一泊研修の実施時期は，4 月中旬から 5 月の間である。1

年生前期の入学直後の時期，学習や対人関係，生活全般に

ついて高校から大学への適応が行われる時期(1)に設定して

いる。曜日は当初，土日に設定したが，2012 年以降見学先

との日程調整の都合で 5 月連休の振り替え休日を利用する。 

 
図 3 明星学苑八ヶ岳山荘 

一泊研修ではグループ単位で行動する。学生担任制を設

けており，担任教員ごとにグループをつくる。1 グループの

人数は数名である。宿泊する明星学苑八ヶ岳山荘は 1967 年

(昭和 42 年)に落成された。北杜市高根町清里の標高 1,425m
の高原にあり，八ヶ岳の眺望がすばらしい (図 3 参照)。 

一泊研修のプログラムは，1 日目，本学日野校に集合し結

団式を行いバスで出発する。車中で研修の注意事項を確認

し，見学先の紹介ビデオを視聴する。1 箇所又は 2 箇所の施

設を見学し，八ヶ岳山荘に到着する。夕食をはさみグルー

プワークを行い，入浴，就寝する。2 日目，朝食後，グルー

プミッションを発表し，八ヶ岳山荘をバスで出発する。八

ヶ岳美し森登山を行う。1 箇所又は 2 箇所の施設を見学し，

日野校に帰着する。解団式を行い解散する。（付表 2 参照）。

なお，当初学生アルバイトを活用していたが，2012 年以降，

引率教員と実習指導員で運営している。 

3. 見学：電気電子技術の応用の一端に触れる 

 本学日野校からバスで八ヶ岳山荘に向かう途中に位置す

る電気電子に関連する施設を見学する。 
3･1 国立天文台野辺山 
宇宙からの電波を観測する 45m 電波望遠鏡，太陽電波強

度偏波計，ミリ波干渉計などが設置されている。観測所構

内に見学コースが設けられている。見学コースには，観測

装置や研究についての解説パネルが設置されており，予約

無しで自由に見学できる (12)。野辺山高原は，標高 1,350ｍで

水蒸気量が少ない場所であるため電波観測に適している。 

  
図 4 国立天文台野辺山 45m 電波望遠鏡 [三菱電機] 

45m 電波望遠鏡はアンテナ直径 45m，重量約 700t と巨大

である（図 4 参照）。この電波望遠鏡で観測できる電波の波

長は約 2mm～300mm （周波数 1GHz～150GHz）である (13)。 
3･2 大規模太陽光発電所 
山梨は全国有数の日射量を有している地域特性を活か

し，太陽光発電の導入や普及行っている。北杜サイト太陽

光発電所は北杜市営の発電所である(14) （図 5(a)参照）。 
米倉山太陽光発電所は東京電力・山梨県により運営され

ている（図 5(b)参照）。高変換効率の化合物薄膜 CIS 系太陽

電池であり，出力：10,000kW，年間発電電力量：1,200 万

kWh(一般家庭 3,400 軒分) ，敷地面積：12.5ha である。発電

所構内には太陽光パネルを見学できる遊歩道があり，次世

代エネルギーや山梨の電気を知ることができる(15)。 

    
(a)北杜サイト太陽光発電所   (b)米倉山太陽光発電所 

図 5 大規模太陽光発電所 
 [北杜市営；NTT ファシリティーズ・日立製作所] 

[東京電力・山梨県； 明電舎・ソーラーフロンティア] 
3･3 水力発電所 
山梨県は早川水系，笛吹川水系(16)などにおける 23 の水力

発電を運営している（図 6 参照）。最大出力合計は 120,703kW
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である。発電総合制御所にて県営発電所の監視を行う(17)。 
神奈川県は相模川水系(18)，酒匂川及び早川水系における

13 の水力発電所を運営し，全国公営電気事業の中では唯一

の揚水発電所 (19) (20) (21)を保有する。最大出力合計は

354,689kW であり，公営電気事業の中で最大の発電規模であ

る（図 7,8 参照）。見学説明の担当者は電気技術系の県職員

（地方公務員）である。本学系が電気主任技術者の認定校

になっていることを述べると，説明の中で，しっかりと勉

強して電気主任技術者の資格を取ること，将来技術系の公

務員を目指すこともできるとの有益なお話がある。 
なお，東京電力管轄では，地下発電所である揚水式の葛

野川発電所(22)  ，長距離送電を開始した草分けの 駒橋発電

所(23)がある。 

   

図 6 山梨県営柚ノ木発電所(笛吹川水系発電管理事務所) 
[発電機，水車；富士電機製造] 

    

図 7 城山発電所(揚水式) (神奈川県企業局利水電気部) 
[交流同期発電電動機・ポンプ水車;日立製作所,東芝] 

         

図 8 相模発電所 (神奈川県企業局利水電気部) 
[交流同期発電機,フランシス水車；三菱電機,三菱重工業] 

3･4 山梨県立リニアー見学センター 
山梨リニア実験線での走行試験を見学する。超電導リニ

アの仕組みや原理を体験しながら学ぶ(24) (25)（図 9 参照）。 

    
図 9 山梨県立リニア見学センター 

[リニア車両，超電導磁石；日本車輌製造,三菱重工業,東芝] 

3･4 そのほかの施設の見学 
東京エレクトロン山梨事業所(26)が扱う半導体製造装置は

医療，教育，金融，自動車，航空，宇宙，安全，環境など，

さまざまな産業を支えるコア技術であり，様々なエレクト

ロニクス機器の進化を可能にしている（図 10 参照）。 
サントリー白州蒸溜所(27)は標高約 700m，南アルプス・甲

斐駒ヶ岳の麓にある。ウイスキー製造工程を学ぶ。木桶発

酵や蒸溜釜による蒸溜工程を見学する（図 11 参照）。 
中日本高速道路八王子保全・サービスセンター(28)は中央

道，圏央道などの保全・サービス事業を行っている。 
企業の事業所では土日休日は休業していることが多く，

事業所が稼働中で見学可能な日程と一泊研修の日程(学事日

程が休日)がうまく合致せず，日程調整に困難をともなう。 

    
 図 10 東京エレクトロン   図 11 サントリー白州蒸留所 
 山梨事業所 [半導体製造装置]   [生産管理，温度制御] 

4. 山荘室内での活動：友達をつくる 

4･1 導入教育：教員と話をする 
導入教育として八ヶ岳山荘ロビーにて電気電子入門の講

話を引率教員が行った（図 12 参照）。また，数学学力診断

テストを山荘食堂で行った。 

 

図 12 電気電子入門の講話 
4･2 チーム活動：物事を決める練習をする 
アイスブレイクとしてカードゲームや 3D カレンダーの

製作を行った。また，「紙タワー」を制作する遊びの中から

チームのミッションを意識することやチームで物事を決め

る練習体験を行う（図 13 参照）。 

     

(a) 3-D カレンダー      (b)紙タワー 
図 13 アイスブレイク（遊びの中から学ぶ） 
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グループワーク「自分たちの旗を創ろう！ 」では，グル

ープ単位で模造紙上にグループのミッションを表現する旗

を描画する。山荘ロビーで各グループの旗を発表する（図

14 参照）。考案した旗の由来をグループごとに説明すること

で，プレゼンテーション力を養成する。 

  
(a)旗の作成        (b)旗の製作発表 

図 14 グループワーク「自分たちの旗を創ろう！ 」 
これら山荘の室内での活動は，主に，夕食後の時間帯に

行う。入浴の時間制限があり，ミッションを果たす活動の

時間にゆとりがない。 

5. 自然とのふれあい：団体行動になれる 

5･1 八ヶ岳美し森の登山 
美し森は赤岳の尾根の一部であり，標高 1,542m の小高い

丘である。美し森ロッジでバスを降り，急な山道の木の階

段を登ると羽衣の池がある。湿地では水芭蕉を見ることが

できる（図 15 参照）。少し下った所にある美し森展望台(29)

は見晴らしの良い場所であり，南アルプスの山々の全景を

眺めることができる（図 16 参照）。美し森展望台ではソフ

トクリームを食べながら，休息できる。ふもとの美し森駐

車場にバスを待機させる。 

  
図 15 羽衣の池・水芭蕉 

  
図 16 八ヶ岳美し森 

美し森の中の山道をグループごとにまとまって歩く。足

は少し疲れるが，美しい眺めと清浄な山の空気を吸うこと

ができ，学生には楽しい思い出となる小登山である。楽し

く合唱しながら歩くグループもみられる。一泊研修の中で

一番楽しいイベントである。 
5･2 清里清泉寮付近の散策：物事を決める練習をする 
山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター(30)では八ヶ岳の自

然環境に関する情報と学習を提供している。やまねミュー

ジアムでは国の天然記念物ニホンヤマネの生態を紹介して

いる。付近には農場や自然歩道があり散策できる。これら

施設を巡るハイキングコースをグループ毎に自分たちで決

め，グループで決めたハイキングコースを散策する。 

6. 食事と部屋割り 

6･1 夕食と朝食：教員と親しくなる 
「同じ釜の飯を食う」という諺にあるように，親しい人

間関係を築ける。食事の座る席は重要である。グループご

とにまとまってテーブルにつく。教員は学生の中に点在す

るように着席し，食事中にも交流を深める（図 17 参照）。

食事の開始と終了時に食事の挨拶を行う。食事の遅い学生

を待って，食事終了の挨拶を行う。配膳や片づけを学生が

主体的に行う。 

   
 

   
図 17 山荘食堂での夕食・朝食 

6･2 昼食 
昼食の場所の確保は重要である。バス内で喫食するので

はなく，集まって交流しながら喫食できる場所の確保に留

意する。雨天の場合に備え，北杜市オオムラサキセンター(31)

や八ヶ岳自然ふれあいセンター(30)のように庇付きテラスの

ある施設を確保する。晴天の場合は，公園(32)や見学先の発

電所の構内(16)を，許可を得て利用する（図 18 参照）。 

  
(a)相模湖公園の湖畔    (b)柚木発電所の調整池端 

図 18 野外での昼食 
6･3 部屋割り 
グループごとに和室１室を割り当てる。12 室ある和室は

各 15 帖，7 名目安である。教員には別の和室を割り当てる。

各部屋の清掃は学生が行う。 

7. 八ヶ岳山荘一泊研修についてのアンケート 

7･1 一泊研修についてのアンケートの概要 
一泊研修のアンケートは 2 日目の帰りのバス内で配布し，
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降車時に回収する。アンケートは毎回実施している。10 年

分記載が望ましいが，割愛し，本報告では 2009 年アンケー

トと 2014 年アンケートの集計結果を紹介する。回収率は

84.6%と 100%である（表 2，表 3，表 4，表 5 参照）。 
表 2 一泊研修のアンケート(2009 年;回答数 22 件) 

項

番 
質問文 YES NO 

無回

答 

1 
今回の研修目的にそうように努力しました

か？ 

100

% 

0% 0% 

2 新しい友達ができましたか？ 100 0 0 

3 先輩（TA）と話をしましたか？ 91 9 0 

4 教員と話をしましたか？ 91 9 0 

5 団体行動で何か問題はありましたか？ 9 91 0 

6 3-D カレンダーはうまく作れましたか？ 91 9 0 

7 3-D カレンダーから学ぶことがありましたか 82 14 4 

8 夕食はすべて食べましたか？ 50 46 4 

9 
グループの旗を決めるときにどのような議論

をしましたか？ 

- - - 

10 グループミッションの発表は緊張しましたか 42 54 4 

11 
グループミッションの発表でグループの主張

がみんなに伝わったと思いますか？ 

72 24 4 

12 美し森のハイキングの印象を述べて下さい - - - 

13 
清泉寮におけるハイキングコースをどのよう

に決めましたか？ 

- - - 

14 
研修に参加して良かったですか？(YES:はい，

NO:どちらともいえない) 

92 4 4 

15 
今回の研修で何か問題等感じることがあれば

書いて下さい 

- - - 

16 
このような研修を行うことは，いいことです

か？(YES:はい，NO:どちらともいえない+いいえ) 

88

% 

8% 4% 

17 その他：研修について自由に記述してください - - - 

 
表 3 アンケート自由記述欄(2009 年) 

項番 自由記述内容 (下線は要検討) 

9 
自立について，色やデザイン，簡潔かつ的確に，意見を出して決

めた，議論することもなかった 

12 
のどかですがすがしい，よかった，急な坂で足がつらかったがす

ごい景色だった，自然が多くてとてもよかった，つかれた 

13 
班で話し合い 4 件，多数決 6 件，最短距離のコース 5 件，楽しい

思い出が残せるように，富士山にひかれたから，なんとなく 

15 
無回答 11 件，とくになし 8 件，自由時間が少なかった，ベッド

でなかった，部屋にテレビがなかった，段取りがすこし適当 

17 

無回答 11 件，特になし・なし 2 件，たくさんの事を学べる宿泊

行事でした，班を組んでみんなと協調性についての大切さを実

感，自立できてきたと思う，教員の方と初めてゆっくり話しをし

て頂けて，嬉しかったです，また八ヶ岳に行きたい，研修の翌日

は休日にして欲しい 

 

質問項目は，研修の目的を理解しているか，研究目的にそ

った行動ができたか，研修に参加して良かったか等であり，

主に二者択一で選択する。自由記述欄を設け，問題点や感

じたことを記述する。 
表 4 一泊研修のアンケート(2014 年;回答数 26 件) 

項

番 
質問文 YES NO 

1 
今回の八ヶ岳一泊研修に参加して，得をしましたか

(YES:得をした，NO:損をした) 

100 

% 

0% 

2 
今回の八ヶ岳一泊研修の目的を理解していました

か 

96 4 

3 
今回の八ヶ岳一泊研修の目的にそった行動をしま

したか 

96 4 

4 
今回の八ヶ岳一泊研修の目的を達成できたと考え

ていますか 

88 12 

5 見学先について事前に調べましたか 27 73 

6 今回問題を感じましたか - - 

7 今後の運営について，意見を書いてください。 - - 

 
表 5 アンケート自由記述欄(2014 年) 

項番 自由記述内容 (下線は要検討) 

6 

未記入 3 件，いいえ・特になし 4 件，時間があんまりなかった，

もう少しゆっくりみてまわりたい，リニアの実験をみれなかっ

た，おみやげが買えなかった，電気電子として全く意味のない所

（オオムラサキ，白州）に行く必要はなかった，帰宅時間を早く

してレポート作成にあてる・授業の予習に使うなど有意義な時間

の使い方もあった，教師の方々との交流は多くできたが友達との

交流があまり深められなかった，バスから短時間降りる時のため

に小さなカバンを用意しておればと後悔，かめむしが多かった 

7 

未記入 7 件，特になし・なし 2 件，楽しい旅行でした，このまま

でいいと思います，見学時間を長くしてほしい，バス移動中にト

イレの時間がもう少しあったらよかった，他の人達と仲良くなれ

る機会をもうけてほしかった，もう少し友達との交流ができる場

があるとよい 

 
7･2 一泊研修についてのアンケートに対する所見 
アンケートの集計結果をみると，9 割以上の学生は八ヶ岳

山荘一泊研修の目的を理解し，その目的にそった行動をし

ている(表 2 項番 1，表 4 項番 2，3 参照)。また，研修の目的

を達成したと考える学生は 8 割以上いる(表 2 項番 2，4，表

4 項番 1，4 参照)。従って，本研修はその目的を果たしてい

ると推測する。ただし，見学先について事前に調べている

学生の割合が 3 割弱と少なく(表 4 項番 5 参照)，プロジェク

トⅠなど１年前期の専門基礎科目において研修予習など対

応策が必要ではと感じる。 
アンケート自由記述欄に，「自由時間が少なかった」｢も

う少しゆっくりみてまわりたい｣等の意見があり(表 3 項番

15，表 5 項番 6 参照)，日程に余裕を持たせることや学生の

自主的活動を増やす等の必要があると感じる。 
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8. おわりに 

電気電子工学系が 2005 年以降 10 年間実施している 1 年

生向け明星学苑八ヶ岳山荘一泊研修の概要を報告した。こ

の一泊研修で実施している施設見学により，社会との接点

が多くなり，電気電子が広く応用されている社会に学生が

目を向ける機会になっていると感じる。また，「同じ釜の飯

を食う」という諺にあるように，一泊研修によって学生同

士ならびに学生と教員の間の交流を深めることができ，よ

り自立した技術者に育つものと期待している。 
初年次教育は，総合的に設計される教育プログラムであ

り，報告した一泊研修のみで，入学学生の学習意欲を高め，

目的意識を強く持たせるような解決策とするには，もちろ

ん十分ではない。今，学習意欲の低下や目的意識の希薄化

が危惧される中，初年次教育への配慮，充実は今後も継続

した重要な課題である。また，初年次教育がキャリア教育

と連結し，理工系のキャリア教育として 1 年次だけでなく，

2 年次，3 年次についても充実させることが必要である。「プ

ロジェクトⅡ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ」などのキャリア科目にお

いて学外実習をさらに充実させるよう議論が必要である。 
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付表 1 電気電子システム工学科，電気電子工学系 八ヶ岳山荘一泊研修１０年のあゆみ 

回 日程 参加

人数 見学先 屋外での 
活動 

昼食場所 
1 日目/2 日目 

八ヶ岳山荘

での活動 特記事項 

1 

2005(H17)  
4/23(土)～
4/24(日) 

学 生

86 名

/102 
教 員

11 名 

国立天文台野辺山 八ヶ岳美し森

散策 
山梨県立八ヶ

岳自然ふれあ

いセンター 

国立天文台野

辺山/清泉寮 
集い 学生アルバイト

11 名立案 
自立と体験 
電気・電子工学入

門ゼミⅠ 
 2006(H18)       

2 

2007(H19) 
4/21(土)～
4/22(日) 

学 生

61/57 
教職員

11 

中日本高速道路(株) 八王子保

全・サービスセンター 
国立天文台野辺山 

清泉寮散策 国立天文台野

辺山/清泉寮 
数学学力診

断テスト /ア
イスブレイ

ク /自分たち

の旗を創ろ

う！ 

学生アルバイト

10 名 

3 

2008(H20) 
4/12(土)～
4/13(日) 

学 生

46/53 
教職員

14 

国立天文台野辺山 八ヶ岳美し森

散策 
国立天文台野

辺山/清泉寮 
導入教育講

話 
支援センタ榎本

達彦先生，村山光

子氏アイスブレ

イク実施 

4 

2009(H21) 
4/11(土 )～
4/12(日) 

学 生

26/29 
教員 7 

国立天文台野辺山 八ヶ岳美し森

散策 
清泉寮散策 

国立天文台野

辺山/清泉寮 
多面体カレ

ンダーを作

ろう /自分た

ちの旗を創

ろう！ 

学生アルバイト 5
名 

 2010(H22)       

5 

2011(H23) 
5/20(金)～
5/21(土) 

学 生

36/53 
教員 8 

北杜サイト大規模太陽光発電

研究所 
国立天文台野辺山 
山梨県立リニア見学センタ 

八ヶ岳美し森

散策 
清泉寮散策 

北杜サイト大

規模太陽光発

電研究所/清泉

寮 

集い プロジェクトⅠ 

6 

2012(H24) 
2/7( 火 ) ～
2/8(水) 

学 生

41 /45 
教員 6 

米倉山(こめくらやま)太陽光発

電所 
国立天文台野辺山 
山梨県立リニア見学センタ 
駒橋発電所 
葛野川揚水発電所 

 米倉山太陽光

発電所/山梨県

立リニア見学

センタ 

集い プロジェクトⅣ 
実習指導員 2 名 

7 

2012(H24)  
5/1( 火 ) ～
5/2(水) 

学 生

42/47 
教員 5 
 

柚ノ木(ゆのき) 水力発電所 
米倉山太陽光発電所 
国立天文台野辺山 
山梨県立リニア見学センター 

八ヶ岳美し森

散策 
清泉寮散策 
山梨県立八ヶ

岳自然ふれあ

いセンター 

柚ノ木発電所/
清泉寮 

集い 実習指導員 3 
プロジェクトⅠ 

8 

2013(H25) 
4/30(火)～
5/1(水) 

学 生

53/61 
教員 7 
 

柚ノ木水力発電所 
米倉山太陽光発電所 
国立天文台野辺山 
サントリー白州蒸溜所 
山梨県立リニア見学センター 

八ヶ岳美し森

散策 
柚ノ木水力発

電所/北杜市オ

オムラサキセ

ンター 

集い 実習指導員 2 
プロジェクトⅠ 

9 

2014(H26) 
4/30(水)～
5/1(木) 

学 生

26/34 
教員 6 
 

柚ノ木水力発電所 
山梨県企業局発電総合制御所 
国立天文台野辺山 
サントリー白州蒸溜所 
山梨県立リニア見学センター 

八ヶ岳美し森

散策 
柚ノ木水力発

電所/北杜市オ

オムラサキセ

ンター 

カードゲー

ム /紙タワー

競技 

実習指導員 3 
物理学系小野寺

幸子先生天文台

説明 
プロジェクトⅠ 

10 

2015(H27) 
4/30(木)～
5/1(金) 

学 生

42/53 
教員 5 
 

相模発電所/城山発電所 
東京エレクトロン(株)山梨事業

所 
国立天文台野辺山 
山梨県立リニア見学センター 

八ヶ岳美し森

散策 
県立相模湖公

園/八ヶ岳山荘 
紙タワー競

技 
実習指導員 3 
プロジェクトⅠ 
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平成 27 年度電気電子工学系新入生向け八ヶ岳山荘一泊研修のスケジュール       

2015.02.05/ 03.09/04.14/04.22  明星大学理工学部総合理工学科電気電子工学系 

４月３０日（木） 

・08:30  日野校 29 号館前 集合・出欠確認 (バス 2台(中型 28 席),08:20 入構,日通旅行/小宮 03-3573-8343) 

・08:40  日野校出発 （国立府中 IC から相模湖東出口） 

・(a)10:00～11:00  相模発電所（神奈川県企業庁相模川発電管理事務所）見学 

（見学時間約束） 相模原市緑区若柳  TEL:042-782-0821  白木様 

  http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f8019/p29009.html 

・(b)10:00～11:30  城山発電所（揚水式、神奈川県企業庁発電総合制御所）見学（最大 30 名） 

（見学時間約束;到着次第） 相模原市緑区川尻  TEL:042-782-2813 成瀬栄造様 

  http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f8019/p29015.html 

・12:00～13:10  昼食（弁当） @県立相模湖公園 神奈川県相模原市緑区与瀬 317-1 TEL:042-684-3276 

  11:20 配達：生姜焼きエビフライ弁当\690+お茶\110  オリジン弁当 城山店 042-783-5388 

・14:30～16:00  （相模湖 IC から韮崎 IC）東京エレクトロン株式会社山梨事業所(穂坂地区)見学 

（見学時間約束） 山梨県韮崎市穂坂町三ツ沢 650  TEL: 0551-22-3111 

  http://www.tel.co.jp/about/summary/index.htm 

・17:30    明星学苑「八ヶ岳山荘」到着・宿泊 

  山梨県北杜市高根町清里３５４５－１  TEL:0551-48-2141 

・18:00～        夕食   入浴 21:30 まで 

 

５月 1日（金） 

・07:30    朝食 

・08:30    八ヶ岳山荘出発  たかね荘（美し森ロッジ）でバス降車 0551-48-2311 

・08:45～10:20 八ヶ岳美し森散策 

  （美し森展望台 0551-48-2507 まではグループ行動、羽衣池への軽登山は自由） 

  展望台下の美し森駐車場でバス乗車 山梨県北杜市高根町清里 0551-38-1111 

・10:50～12:00  国立天文台野辺山（宇宙電波観測所・太陽電波観測所）見学 

  長野県南佐久郡南牧村野辺山 462-2  TEL：0267-98-4300 http://www.nro.nao.ac.jp/ 

・12:20～13:30  昼食(食堂)＠明星学苑「八ヶ岳山荘」 

    山梨県北杜市高根町清里３５４５－１  TEL:0551-48-2141 

・15:20～16:00 山梨県立リニア見学センター(新館:どきどきリニア館\330)見学  都留市小形山 2381  

  TEL: 0554-45-8121 http://www.pref.yamanashi.jp/linear-kt/k-center/top.html 

・17:30  （国立府中 IC）車中で振り返り・解散式,京王高幡不動駅前降車可, 29 号館前到着 

 

注意：・服装：散策可能な服装（ズック靴など）、暖かい服装（高所で残雪あり） 

・持ち物：雨具、洗面用具、タオル、寝間着、筆記道具など 

・行動：グループ単位、大学生らしく、見学時メモや記録写真をとる・質問する 

本研修の目的：①電気電子技術の応用の一端に触れる 

②友達をつくる（グループでの行動に慣れる） ③教員と親しくなる 

 
課題： 一泊研修報告書の提出（Ａ４，1 ページ、ワープロ使用可、日時、場所、参加者、概要、内容、感想等） 
     提出〆切：5 月 19 日（火）18:00 まで、提出先：29-1305 石田研究室の郵便受け 

付表 2 2015 年電気電子工学系 八ヶ岳山荘一泊研修の日程 (学生への配布資料) 




